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髄血流計:阻血前 20.1±1.3 ml/min/100g, 阻血後 1.47±0.3 ml/min/100g, 市販の血流計:阻血
前 19.9±0.6 ml/min/100g, 阻血後 0.99±0.3 ml/min/100g、相関係数 0.98)。さらに、血流計を
ブタのくも膜下腔に挿入し、脊髄血流を計測したが、大動脈・下大静脈遮断による血流変化を鋭
敏に捉えることが出来た。【結論】Laser Doppler Flowmetry法による測定原理と、脳脊髄液ドレ
ナージカテーテルに実装可能な小型センサーの作成により、髄腔より測定可能な脊髄血流計の作
成に成功した。脊髄血流計の工学的検証や生体における性能試験でも、臨床応用に対する十分な
性能が示された。臨床応用へ向け、さらなるデータの集積が必要となるが、本デバイスが臨床応
用されることで、脊髄血流を持続的にモニタリングすることが可能となり、胸腹部大動脈瘤手術
時の脊髄血流の詳細な解明や、術後対麻痺発生の分析・予防に大いに役立つことが期待される。 
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